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内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

本研究では我々が2017年に論文報告したホウ素と水素で構成される新しい二次元
物質であるホウ化水素（またはボロファン）や2021年に論文報告した新しい二次
元物質である硫化ホウ素シートなどを基軸とし、様々なホウ素含有物質に関する物
質科学の研究を展開する。具体的には、これらのホウ素含有二次元物質や、これら
を基本とした誘導体、あるいは新しい物質候補群の熱触媒特性、電気化学触媒特性、
水素吸蔵特性を明らかにする。この際、ホウ素含有物質の表面の物性を決定づける
表面構成元素の組成や化学的状態をX線光電子分光で評価する。

実験
Experimental

X線光電子分光によりホウ素のコアレベルを測定し電荷状態を評価するとともに、
他の元素の存在とその量の確認を行う。

結果と考察
Results and Discussion

ホウ化水素シートに2nm程度のサイズのニッケルナノ粒子が高分散で担持された複
合物質や六ホウ化カルシウムに含有しているカルシウムイオンの半分が水素イオン
と置換した物質などの新しい物質群の創出に成功した。また、ホウ化水素の水素欠
損部位に二酸化炭素が吸着することや、約150℃で二酸化炭素をエタン分子に転換
する機能（すなわちCCカップリング触媒機能）がホウ化水素に備わっていること
を見出した（Fig. 1）。これらの結果について論文発表を行った。

図・表・数式 1
Figures, Tables and

Equations 1

Fig. 1 ホウ化水素シートが150℃で二酸化炭素をエタンに転換（C-Cカップリング
を実現）
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